
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　対象となる児童は、まだ４年生である。新聞との関わりが少ない子どもも少なくない。そのような実態だから、記事をまとめたり、それについて話し合ったりする時間を設けるよりも、まずは自由に読んでもらって、興味関心を高めることに主眼を置いた。結果として、確実に新聞への興味関心は高まった。今後はその興味関心を損なわないように配慮しつつ、「見出し」・「リード文」・記事の構成など、新聞についての基本的な知識を知り、読み取りの技術を身に付けさせていくことが必要であると考える。　また、NIEの取り組みを年間計画にどう位置づけていくかも今後の課題である。
	TextField2: 　新聞の読み取りに慣れた子どもは、進んで自主学習で新聞についてまとめたり、そのことに対する自分なりの感想を書いたりしていた。活字が苦手な子どもも、広告の情報について、興味深く読み取ろうとする姿が見られた。そのような様子から、新聞に対する興味関心は確実に高まっているようである。
	TextField2: ① 新聞コーナーを設置し、自由に新聞を読めるようにしている。さらに「新聞タイム」を設定し、全員で新聞　を読む時間を確保する。② 「ザ・新聞」ファイル・・・興味深い新聞記事についてまとめる。（「新聞タイム」を利用して）③ ディベート・・・子ども達が興味を持った内容についてディベートで取り上げ、その内容に対する自分なり　の考えをつくったり、その考えを交流したりする。（適宜）
	TextField2: ① 朝タイムを利用して、自由に新聞を読む（週1回：１５分程度）② 新聞の内容から興味を持ったものについてまとめたり、ディベートをしたりする（適宜：週0.5時間程度）
	TextField2: ・活字を読む楽しさに気付き、新聞を進んで読もうとしている・新聞の内容から、疑問に思ったこと・もっと調べてみたいことを見つけることができる
	TextField2: ・新聞に慣れ親しみ、活字を通して情報を得ようとする子どもを育てる
	TextField2: ディベート「サンタさんは本当にいるか」
	TextField2: 朝の帯タイム・（国語）　３０人
	TextField2: 第４学年
	TextField2: 松田博光
	TextField2: 福岡市立元岡小学校
	TextField1: 新聞タイム ～新聞に親しもう～



